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第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 第４回武蔵村山市市民協働推進会議 

開 催 日 時 平成２８年１１月１日（火）午後７時 ～ ９時 

開 催 場 所 ボランティア・市民活動センター会議室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者：渡辺龍也、清野智美、比留間多一、髙橋誠、北口良夫 

瀬口圭志、本間由美子、高尾典之、比留間毅浩 

欠席者：前田啓子 

（事務局）協働推進課長、協働推進課主事 

報 告 事 項 第３回武蔵村山市市民協働推進会議の会議結果ついて 

議 題 
議題１ 平成２８年度武蔵村山市協働事業提案制度プレゼンテーション 

議題２ その他 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

議題１ 平成２８年度武蔵村山市協働事業提案制度プレゼンテーション 

    提案団体によるプレゼンテーションを２団体実施した。 

 

議題２ その他 

次回会議の開催日程 

第５回会議は１１月８日（火）午後７時から、ボランティア・市

民活動センターで開催する。 

 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

 

（発信者） 

□印：座 長 

○印：委 員 

●印：事務局 

△印：提案団体 

▲印：市担当課 

 

議題１ 平成２８年度武蔵村山市協働事業提案制度プレゼンテーション 

 

事業番号２８－１ 

団体名：武士団・村山党の会 

事業名：中世・村山郷を中心に活躍した「武蔵武士団・村山党」を活か

した地域おこし第３弾 

 

-提案団体によるプレゼンテーション 

 

○ 将来展望として、村山党物語の創作、オリジナルキャラクターの作

成、冊子の作成、グッズの作成、演劇集団の結成等を挙げていたが、

２９年度ではどこまで取り組む予定なのか。 

△ 具体的に話が進んでいるのは、オリジナルキャラクターの作成であ

る。会員の中にイラストレーターがいるので、周辺地域の特色を取り

入れたオリジナルキャラクターを作成し、チラシやポスターに載せた

いと考えている。 

▲ 本事業は歴史に関する事業であり、時代考証を取り入れる必要があ

る。専門家に意見を求める必要があり、校閲に係る謝礼は想定してい

る。 

○ 市担当課の役割として、広報が挙げられている。 

▲ 市報、ＳＮＳ等の媒体で広報しているほか、市のイベント情報を団

体に提供し、積極的な参加を促している。 

○ 武蔵村山市のＰＲを目的としているのに、ポスター内の武蔵村山市

の文字が非常に小さい。もっと大きくするべきではないか。 

△ 今後検討する。 
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□ 地域を盛り上げる良い取組であることが伺えるが、協働事業終了後

の継続性が疑問である。３０年度以降は収入が大きく減っているが、

どのように活動していくのか。 

△ これまでの活動では甲冑作成に係る費用が大きな割合を占めていた

が、協働事業の期間で十分な数の甲冑を作成することができた。今後

は各種イベントに参加するための費用や印刷製本の費用等が主な支出

になると考えられるので、自己財源での活動が可能であると考えてい

る。 

□ 市担当課は、協働事業終了後は金銭的な援助を考えていないのか。 

▲ 補助金の交付等は考えていない。市のイベントに参加してもらった

際に出演謝礼を支払うような形を考えている。 

□ 甲冑の保管スペースとして、情報館えのきが挙げられている。 

▲ 保管ではなく、展示を行いたいと考えている。他にも福祉会館や、

緑が丘ふれあいセンター内の第一老人福祉館等で甲冑を展示し、活動

を広報したい。 

 

 

 

事業番号２８－２ 

団体名：むさし村山ストリートダンス協会 

事業名：ムラッパーの武蔵村山市ＰＲ作戦 

 

-提案団体によるプレゼンテーション 

 

○ 企画書のスケジュール表には、参加するイベントの日程しか記載さ

れておらず、物品の作成予定等は分からない。 

○ 社明運動とは何か。 

△ 「社会を明るくする運動」である。今年度はイオンモールでチラシ

を配布する活動をした。 

□ 啓発グッズとは具体的にどのような物か。 

△ ポケットティッシュを考えている。 

○ 市の知名度が低く、東村山市等と混同されることを課題としているの

に、紹介動画では武蔵村山と呼ばず、村山と呼んでいる。 

△ 今後は紹介動画や啓発グッズにおいて、武蔵村山という言葉や文字が

目立つように工夫する。 

○ 団体のフェイスブックを拝見したが、情報が古いように感じた。イベ

ントなど最新の情報を更新するように心掛けていただきたい。 

○ ゆるキャラグランプリで１００位以内に入ることを目標にしていた

が、現状は。 

△ 現在集計中で最新順位が確認できないが、以前確認した際は１０００

位程度であった。グランプリの上位キャラクターは企業等が組織的に投

票しているのが現状であり、一団体が上位に入るのは極めて難しい状況

である。現在はグランプリ１００位以内にこだわっておらず、啓発グッ

ズの配布や紹介動画の配信による広報に力を入れたいと考えている。 

○ 市担当課の意見を伺いたい。 

▲ 市の公認キャラクターが存在しない中、熱心に市のＰＲを行ってい

ただいている。市の観光振興を担う部署として、もう一つの協働事業

である村山党との相乗効果も期待している。また今後はイベントだけ

でなく、警察署や消防署等とも連携し、より地域に根差した活動をし

ていただけたらと考えている。 
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議題２ その他 

 

● 第５回会議は１１月８日（火）午後７時からボランティア・市民活

動センター会議室で開催する。 

 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

☑公  開                傍聴者：   １  人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

☑開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課     協働推進部  協働推進課 （内線： ２４２ ） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


